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１．短答式試験と論文式試験の違い
２．監査論の問題の特徴
３．合格答案を書く能力を付けるために必要な作業
４．具体的な学習イメージ
５．その他
おまけ 文章問題の答案の書き方
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１．短答式試験と論文式試験の違い

【短答式試験】：
監査基準・監基報について、文章の〇×を判断する（主に間違い探し）

【論文式試験】：
【理論問題】正しい文章で記述・説明する 

【事例問題】事例を状況を分析して、リスクの識別・監査手続などの監査上
の対応を指摘する。
※関連する監基報の規定を探して、引用するだけの小問もある。
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２．監査論の問題の特徴

【理論問題のイメージ（抜粋）】
短めの問題文で、特定の事柄の趣旨・必要性・理由などを問う問題。
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２．監査論の問題の特徴

【事例問題のイメージ】
企業・企業環境や不正の状況などが具体的に示され、その状況で
必要な対応などを問う問題
（※関連する監基報の規定を探して、引用するだけの小問もある。）
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３．合格答案を書く能⼒を付けるために必要な作業

【インプット】的学習 ︓ テキストの精読
（ただし、「じっくり⽂章を読む」というイメージではない）

【アウトプット】的学習 ︓ 答練・問題集

ⅰ 主に「趣旨・必要性・理由」の部分 ⇒ テキスト・問題集に近い説明を書けるようにする☆

ⅱ 実施論以降の監基報等の知識整理
⇒ 「どういうことが書いてあるか」「要はどういうこと︖」

の確認（必要に応じて、監基報の引⽤箇所の確認）

※ 問題集の問題は、全て同じ強度で取り組む必要はない。
※ テキスト精読の補助・横串を刺した理解強化のために、岡⽥講師の論⽂対策講義

上記☆の内容を正しく書けたかどうかの確認 ⇒ 答練（特に、基礎答練）

事例問題のパターンに慣れる ⇒ ⾼橋講師の論⽂対策講義や過去問
応⽤答練以降の事例に基づく答練問題

【理論問題】を念頭

【理論・事例】両⽅

※ 過去問の事例問題は１・２⽉に解いても難易度が⾼すぎてあまり⾝にならない。
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４．具体的な学習イメージ

【１・２⽉】 基礎答練の進度・出題範囲
に合わせて

(1)知識・理解の整理（テキストの精読）
岡⽥講師 論⽂対策講義で理解の補助

(2)基本的な記述を覚える（テキスト・問題集）
【３・４⽉】 応⽤答練の進度・出題範囲

に合わせて
(1)知識・理解の整理（テキストの精読）
(2)基本的な記述を覚える（テキスト・問題集）

【１・２⽉】の復習２周⽬ 同 上

・⾼橋講師 論⽂対策講義
・過去問演習（問題集）

事例形式の問題・応⽤的な記述問題の傾向や
パターンを知る・慣れる。

※ ５⽉以降は、４⽉までの内容（知識・理解の整理、記述を覚える、事例対策）の繰り返し
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４-２．問題集に関する留意点

問題集の構成：●論点知識確認問題 と ●論文式過年度問題演習

「●論点知識確認問題」として掲載される問題のタイプ

① 書けるように覚えるべき問題（記述対策用）

② ポイントと監基報規定の確認のための問題（知識確認用）

③ 用語の意味内容の説明や単純な穴埋め
重要性低い
一回見て確認でOK

３月以降でOK
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４-２．問題集に関する留意点

① 書けるように覚えるべき問題（記述対策用） について
第１章 第２章 第３章 第４章 第５章 第６章

1-1-1 1-3-7 2-2-1 2-4-6 3-1-1 4-1-1 問1② 5-1-1 問1 6-1-2 

1-1-2 1-3-8 2-3-4 2-4-7 3-1-2 4-1-5 5-1-2 

1-2-1 1-4-1 2-3-5 2-4-8 3-1-3 4-2-1 5-1-3 

1-2-4 1-4-2 2-3-7 2-5-2 3-1-4 4-2-2 5-1-5 

1-2-5 1-4-3 2-3-8 2-5-16 3-2-2 4-3-2 5-2-2 

1-3-1 1-4-4 2-4-1 2-5-20 3-4-1 問3 5-2-3 

1-3-2 1-4-5 2-4-2 2-7-1 5-2-7 

1-3-3 1-4-6 2-4-4 2-8-2 5-2-8 

1-3-4 1-4-7 5-4-1 問4

1-3-5 

※ これらは基本的・典型的な記述問題として、「答案に書けるように覚える。」
他の科目の学習時間との関係上で難しい場合には、やむなく「ポイント部分だけ押さえる」でも。
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４-２．問題集に関する留意点

② ポイントと監基報規定の確認のための問題（知識確認用）

解答となるポイントを頭でイメージできるように。
＆ 関連する監基報の規定があれば基準集等で確認する。

「強調又はその他」
って話あったな。

たしか監基報560
らへんで見たぞ。
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５．その他

・ 基本的・典型的な記述問題は早めに書けるようにしましょう。
（直前期は書けることの確認だけにしたい。）

・ 答練は「繰り返し回す」必要性は低い。
（書けるかどうかの確認・初⾒の事例問題で正しく指摘できるか）
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お ま け
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⽂章問題の答案の書き⽅(監査論)

例題１-１（仮にこれが、基本的・典型的な論点であるとします。）

– 筋トレで筋⾁を鍛えるときに鶏ささみを⾷べること
が役⽴つ理由を説明しなさい。

（or 役⽴つかどうかについて説明しなさい。）
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⽂章問題の答案の書き⽅(監査論)

例題１-１

– 筋トレで筋⾁を鍛えるときに鶏ささみを⾷べること
が役⽴つ理由を説明しなさい。

解答例
筋⾁は、トレーニングにより破壊された筋繊維がその後に回復をする過程で、
強く太く発達するが、その過程において必要な栄養素を摂取することが重要で
ある。（①導⼊）
⾷事により摂取されたタンパク質は胃の中で消化されると、必要に応じて筋
⾁をはじめとする⼈体の構成成分となる。そして、鶏⾁には多くのタンパク質
が含まれており、中でもささみにはタンパク質が100g当り23g〜27gと⾮常
に多く含まれている。（②直接の理由）
そのため、筋トレをして体を鍛えるうえで、鶏ささみを⾷べることが役⽴つ。
（③結論）
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文章問題の答案の書き方(監査論)

ポイント
監査論の答案で７、８行の場合、簡単な答案構成をした方が良いことがある。

 ⇒ ほとんどの場合、解答全体で文章３つ（３段落）で十分。
 

ただし、「③結論」が問題文で挙げられている場合には、それを写すだけ。

①導入（一般論・抽象論）
 ②結論を導くための直接の理由
 ③結論

※１ 解答行数が短い場合には、②・③のみで十分な場合もある。
※２ 「定義は必ず書かなければいけない」わけではない。（むしろ必要なことは少ない）

●解答行数がとても長い場合には定義を書くこともある。
「ささみとは、形が笹の葉に似ている鶏の胸にある肉の部位である。」

 ⇒ 解答の冒頭に入れる（⓪）
●もしくは、結論を導くために、定義そのものを説明することが有効であるとき
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文章問題の答案の書き方(監査論)

例題１-２（聞かれ方が変わった場合の工夫）

– 筋トレで筋肉を鍛えることと、鶏ささみを食べること
の関係を述べなさい。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

例題１-２

– 筋トレで筋肉を鍛えることと、鶏ささみを食べること
の関係を述べなさい。

解答例
筋トレで体を鍛えるうえでは、トレーニングにより筋繊維を破壊し、その後

に十分な休養と食事による栄養素の補給をすることにより、より強く太い筋組
織へと回復させることが必要である。

鶏肉には多くのタンパク質が含まれており、中でも鶏ささみにはタンパク質
が100g当り23g～27gと非常に多く含まれている。このたんぱく質が体内に
吸収され、筋繊維が回復しより強く太くなるための構成成分となり、筋肉の肥
大に資する。

以上より、筋トレで体を鍛えるうえで、鶏ささみを食べることが有効な手段
となるという関係にある。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

ポイント

○○と○○の関係
 ⇒ 結論の書き方が変わる。（～～という関係にある。）

  1段落目と２段落目のバランスが変わる。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

例題１-3（○○に言及して、〇〇の観点から、という指示がある）

– 鶏ささみを食べることが、筋肉を鍛えることに役立つ
理由を、必須アミノ酸に言及しつつ説明しなさい。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

例題１-3（○○に言及して、〇〇の観点から、という指示がある）

– 鶏ささみを食べることが、筋肉を鍛えることに役立つ
理由を、必須アミノ酸に言及しつつ説明しなさい。

解答例
筋肉は、トレーニングにより破壊された筋繊維がその後に回復をする過程で

強く太くなるが、その過程においてBCAAなどの必須アミノ酸をはじめとする
栄養素を食事により補給することが非常に重要である。

ここで、必須アミノ酸とは、タンパク質を構成するアミノ酸のうち、その動
物の体内で充分な量を合成できず栄養分として摂取しなければならないアミノ
酸のことをいう。そして、鶏ささみには体内では合成できないBCAAが豊富に
含まれており、鶏ささみを通じてこれらが体内で分解・吸収され、筋繊維がよ
り効果的に回復し強く太くなることを促すことができる。

そのため、鶏ささみを食べることが、筋肉を鍛えることに役立つ。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

ポイント

たとえば、「リスク・アプローチにより監査が効果的かつ効率的となる理由
を述べなさい。」という問題について、「～(同)～理由について、リスクの論
理モデル式の観点から説明しなさい。」という問われ方をした場合、解答上で
用いる用語や説明の仕方が少し変わる。
（（評価した）重要な虚偽表示リスク・発見リスク・実証手続などの用語を用
いる必要が出てくる）。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

例題１-4（基本的・典型的な論点をベースに、解答させるポイント
を変える問題）

– スポーツ選手などがパフォーマンスを維持向上させる
ために、牛肉、豚肉、鶏肉など様々な種類・部位の肉
がある中で、特にいかなる食材を選択することが有効
であるかを説明しなさい。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

例題１-4（基本的・典型的な論点をベースに、解答させるポイントを変える問題）

– スポーツ選手などがパフォーマンスを維持向上させる
ために、牛肉、豚肉、鶏肉など様々な種類・部位の肉
がある中で、特にいかなる食材を選択することが有効
であるかを説明しなさい。

解答例

スポーツ選手は、競技パフォーマンスの維持向上のために筋力アップを図る
とともに適切な体重管理をすることが必要である。

この点、鶏ささみは、他の食肉と比べてたんぱく質が豊富に含まれており、
なおかつ脂肪分が少ないことから、筋力アップのために必要なたんぱく質を取
りつつ余分な脂肪分の摂取を抑制するために適した食材である。

そのため、スポーツ選手のパフォーマンスを向上させるためには、特に鶏さ
さみを食べることが有効である。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

ポイント

問題の出され方によっては、典型論点のストレートな解答に＋αが必要なことも
ある。
（ただし、合格水準としては、典型論点の解答そのままで十分なことが多い。）

※例えば、令和５年の第一問では「財務諸表監査の必要性」を問う超典型問題に、
「上場会社（の監査）」という要素が加わっていた。
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文章問題の答案の書き方(監査論)

ま と め

・基本となる典型論点は早めに書けるように覚えておきたい。
 （典型論点どおりの場合、以下の答案構成は気にせずに、覚えたとおりに書けばよい）

・少し長めの答案でも文章は３つほど
（よくある形は①導入・②直接の理由・③結論）

・覚えた論点に似ていたとしても、問いに対応した解答を書くことを
意識しよう。
（問題文の指示に従う。問題文から指摘すべき要素を考える。）

基礎答練時から

問題の指示に

合わせて
→

答える

あくまで例:


